
開
国
へ
の
道 

５ 
モ
リ
ソ
ン
号
事
件
後
の
状
況 

 

防
備
体
制
の
見
直
し 

 

老
中
・
水
野
忠
邦
は
モ
リ
ソ
ン
号
事
件
を
契
機
と
し
て
、
江
戸

湾
防
備
体
制
の
見
直
し
を
進
め
た
。 

 

天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
十
二
月
、
目
付
の
鳥
居
耀
蔵
と
代
官

の
江
川
太
郎
左
衛
門
に
江
戸
湾
の
御
備
場
巡
見
を
命
じ
た
。 

 

鳥
居
耀
蔵
は
大
学
頭
の
林
述
斎
の
次
男
で
鳥
居
家
に
養
子
に
入

り
、
天
保
八
年
に
目
付
と
な
り
、
そ
の
後
水
野
忠
邦
が
指
導
し
た

「
天
保
の
改
革
」
を
推
進
し
た
人
物
で
あ
る
。
優
秀
で
あ
る
が
ゆ

え
に
鋭
利
な
官
僚
で
あ
り
、
そ
の
冷
酷
な
ま
で
の
取
り
調
べ
か
ら
、

彼
の
官
職
で
あ
る
「
甲
斐
守
」
と
、
名
前
の
「
耀
蔵
」
を
と
っ
て

「
耀
甲
斐
」
（
妖
怪
）
と
い
わ
れ
た
。 

 

江
川
太
郎
左
衛
門
英
龍
は
民
政
の
改
革
と
海
防
の
充
実
に
尽
力

し
、
早
く
か
ら
渡
辺
崋
山
ら
と
交
友
を
持
ち
、
後
に
高
島
秋
帆
の

門
人
と
な
り
、
住
ま
い
の
あ
る
伊
豆
韮
山
に
鉄
砲
製
作
の
た
め
に

反
射
炉
を
築
く
な
ど
、
世
界
情
勢
に
通
じ
、
広
い
視
野
で
活
躍
し

た
。 

 

こ
の
二
人
、
江
戸
湾
の
御
備
場
の
巡
見
前
は
し
ば
し
ば
顔
を
合

わ
せ
た
り
、
手
紙
を
や
り
と
り
す
る
な
ど
、
交
流
を
し
て
い
た
間

柄
で
あ
っ
た
が
、
巡
見
の
際
、
誰
を
測
量
技
術
者
と
し
て
随
行
さ

せ
る
か
で
意
見
が
違
っ
て
き
た
。 

 

高
野
長
英
の
言
葉
を
借
り
る
と
、
鳥
居
の
輩
下
の
小
人
目
付
・

小
笠
原
貢
蔵
の
海
岸
測
量
は
ず
さ
ん
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
い
、

江
川
の
方
は
渡
辺
崋
山
に
推
薦
し
た
も
ら
っ
た
人
物
を
う
ま
く
使

う
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
下
に
あ
っ
た
。 

 

改
革
案
の
提
出 

 

こ
う
し
た
中
、
天
保
十
年
一
月
、
浦
賀
を
拠
点
と
し
て
始
ま
っ

た
巡
見
は
、
鳥
居
が
三
月
に
、
江
川
は
四
月
に
報
告
書
を
提
出
し

た
。 

 

鳥
居
の
改
革
案
は
、
ま
ず
現
状
の
防
備
体
制
の
不
備
を
認
め
、

海
防
強
化
策
を
示
し
て
い
る
。
浦
賀
湊
の
先
端
に
あ
る
燈
明
堂
の

裏
の
平
根
山
と
、
観
音
崎
の
台
場
を
適
地
に
移
転
し
、
城
ケ
島
の

台
場
を
復
活
。
走
水
に
は
陣
屋
を
造
り
、
走
水
奉
行
を
置
き
、
五

十
人
体
制
防
備
と
す
る
。
小
田
原
藩
と
川
越
藩
に
、
こ
の
周
辺
に

三
万
石
の
領
地
を
与
え
、
こ
の
石
高
に
見
合
っ
た
兵
力
を
出
さ
せ

て
浦
賀
奉
行
と
走
水
奉
行
の
指
揮
下
に
置
く
、
と
い
う
も
の
で
あ

http://www.google.co.jp/search?hl=ja&&sa=X&ei=O4mNTJ6iM47fcbr5wLIE&ved=0CBcQBSgA&q=%E6%B8%A1%E8%BE%BA%E5%B4%8B%E5%B1%B1&spell=1


っ
た
。
房
総
半
島
に
関
す
る
意
見
も
ほ
ぼ
同
様
な
も
の
で
あ
っ
た
。 

 

江
川
の
改
革
案
も
、
平
根
山
と
観
音
崎
の
台
場
を
不
適
当
と
し
、

適
地
へ
の
移
転
を
主
張
し
た
ほ
か
、
観
音
崎
の
三
軒
家
、
走
水
の

十
石
崎
と
籏
山
崎
に
台
場
を
新
設
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
江
川
は
い
か
に
台
場
を
充
実
さ
せ
て
も
、
現
存
の
警

備
体
制
で
は
敵
の
上
陸
を
阻
止
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
い

る
。
そ
の
理
由
と
し
て
三
浦
・
鎌
倉
・
安
房
に
は
城
持
ち
の
大
名

が
い
な
い
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。
そ
の
対
応
策
と
し
て
、
相
・
房
・

総
三
カ
国
に
十
万
石
以
上
の
譜
代
大
名
を
移
転
さ
せ
、
三
浦
・
鎌

倉
で
一
人
、
房
総
半
島
は
内
房
と
外
房
に
一
人
ず
つ
を
置
き
、
移

転
し
て
き
た
大
名
家
が
中
心
に
な
っ
て
防
備
を
さ
せ
る
、
と
い
う

も
の
で
あ
っ
た
。 

 

二
人
の
意
見
を
比
べ
て
み
る
と
、
あ
く
ま
で
も
幕
府
を
中
心
に

防
備
の
問
題
を
考
え
て
い
る
鳥
居
と
、
日
本
全
体
を
再
編
し
て
防

備
の
問
題
を
考
え
る
江
川
に
は
大
き
な
隔
た
り
が
あ
る
。
こ
の
隔

た
り
は
、
西
洋
式
の
砲
術
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
生
活
習
慣
ま

で
も
が
洋
式
化
す
る
こ
と
を
恐
れ
る
立
場
を
と
る
鳥
居
と
、
積
極

的
に
洋
式
の
文
物
を
取
り
入
れ
て
い
く
江
川
の
両
極
に
分
か
れ
て

い
く
。 

 

こ
う
し
た
状
況
の
な
か
、
幕
府
は
両
者
の
意
見
を
取
り
入
れ
た

か
た
ち
で
、
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
二
月
、
相
模
側
を
川
越

藩
、
房
総
側
を
忍
藩
に
、
そ
れ
ぞ
れ
警
備
を
命
じ
た
。 

 

川
越
藩
は
こ
れ
以
前
も
追
浜
に
陣
屋
を
持
ち
、
浦
賀
奉
行
所
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
が
、
三
浦
半
島
全
域
の
防
備
と
い
う
こ
と
で
、

半
島
の
ほ
ぼ
中
央
に
あ
た
る
大
津
に
陣
屋
を
設
け
、
家
老
や
武
者

奉
行
な
ど
五
百
人
以
上
を
配
備
し
、
早
速
江
川
の
プ
ラ
ン
に
あ
っ

た
走
水
の
十
石
崎
と
籏
山
崎
に
台
場
が
築
造
さ
れ
た
。 

 

し
か
し
、
こ
の
人
数
だ
け
で
は
三
浦
半
島
全
域
を
賄
う
こ
と
が

で
き
な
い
の
で
、
三
浦
半
島
を
東
京
湾
と
相
模
湾
と
に
二
分
し
、

一
つ
の
村
の
枠
を
超
え
た
組
合
村
を
組
織
し
、
有
力
な
村
役
人
に

は
苗
字
帯
刀
を
許
し
、
こ
れ
ら
の
村
役
人
を
中
心
に
し
た
新
た
な

体
制
が
作
ら
れ
て
い
っ
た
。
（
了
） 


